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院記
200日
lζ死亡したが， その十数日後の4月9日にわれわれが行なった26回目の実験で前述の 220日を越え
る生存記録が生れる乙とになった． この奇しき縁に因んでわれわれはこの羊にパーニー・次郎と命
名したのであるがζの経験は我々の研究グループiζ多くの貴重な知識を提供してくれている. 27回
目の実験は前回の実験の 190日後に行なわれたが， ζの羊も既iζ30日を越えて生存している．次郎
と名付けられた羊は実験後90日頃， 120日頃に危機iζ陥ったが感染制御，駆動条件の変更などによ
って切り抜けることが出来た. 200回目迄の経過は図1の如くであるが， 204日自に左心室の異常が
発見され，再手術による左心室の交換が行なわれた．とれも今後の研究にとって貴重な経験と思わ
れる．
今回の国際人工臓器学会では人工心臓の臨床応用に関して多くの議論があった．心臓移植と人工
心臓の優劣について，既lと可成りの臨床応用が行なわれている補助心臓について，儀かではあるが
心臓移値へのつなぎとして用いられた完全置換型人工心臓の使用などについても論じられたが，ュ
タ大学からは唯一の永久使用を目的としたパーニー・クラーク氏の臨床経過の報告も行なわれた
それらの論議を通して完全置換型人工心臓永久的使用の臨床応用の条件として幾つかのものが明
らかにされた
① 動物実験における 2年の長期生存実験の成功
② 1年間運転で96%以上の安全性が保証される人工心臓の製作
③ 患者の生活様式をできる限り自由にするために装置を小型化し雑音をなくすること
④ 理想的にはエネルギー源を含めてすべての装置を体内に埋め込める装置
⑤ 人工心臓運転条件の自動制御化
などである．
われわれと携帯用小型駆動装置の開発を文部省科学研究費の助成をうけて行なっており，西ベル
リン自由大学との共同研究も行なわれている．特lζ脳死の問題を含め移植提供者の得難い状況にあ
るわが国において，一方では死に直面した患者側の要請は現実の問題であり，数年後を目指した臨
床応用可能な人工臓開発の努力に対し各方面からの支持を願うものである．
追記：次郎は226日目に呼吸不全のため死亡した．
